
鶴田　学鵜沼第三地区社会福祉協議会長

助け合い・支え合いの地域福祉が基本

　鵜沼第三地区社会福祉協議会の会員の皆様には、日

頃から本会の活動及び運営に何かとご理解を賜り厚く

お礼申し上げます。

　会長職を仰せ付かりながら、例年のことを例年のよ

うに行うのが精いっぱいで、十分なことができないま

ま年度末を迎えてしまったことをお詫び申し上げます。

　令和元年 10 月 20 日、鵜沼第三地区社会福祉協議会主催にて「令和元年度ふれあ

いフェスティバル」を開催致しました。

　鵜三小体育館で開催しました鵜沼第一幼稚園児による鼓笛演奏は、愛らしく、一生

懸命な姿に父兄の顔はほころび、来場者の盛大な拍手を頂きました。

　第二部の緑陽中学校吹奏楽部は、県下屈指の実力を有し、その演奏はダイナミック

で力強く、しかも繊細な音色に心を打たれ、アンコールの演奏に万雷の拍手で幕を閉

じました。

　又、絵手紙教室とパソコン教室では、先生方の熱意溢れる指導の下、真剣に取り組

む姿が満足感を漂わせていました。

　中庭では、各区からの 7 模擬店の出店を頂き、それぞれ完売の大盛況に「ふれあ

いフェスティバル」の継続と、その意義を改めて痛感した次第です。

　今年度の「ふれあいフェスティバル」開催にあたり、ご尽力とご協力を頂きました

関係各位の皆々様と、ご指導を賜りました先生方に厚く御礼を申し上げご挨拶といた

します。

ふれあい委員長　水谷光雄
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　活気のある町づくりを目指し、各地区の役員は色んな行事を企画し日頃頑張ってい

ます。イベントの一つを例に取れば、ふれあいフェスティバルがありますが、主催者

側から言わせてもらえば、毎年当番区で廻って来ることで慣れない事もあり、打合せ

の繰り返しでたいへんでもあります。しかし、多くの来場者があって、また楽しんで

いる笑顔を見られれば苦労も吹っ飛びます。

　今後も色んな行事を行っていく中で、毎年一緒といったマンネリ化の殻を破って

チョット変わった催しやバザーにもチャレンジして、如何に来場者数を増やして盛り

上げるかといったことも考えていかなければなりません。

　同じやるなら何事も義理は捨てて本気で取り組めば、絶対に良くなるはずです。

　多くの人が集まれば、出会いもあり、何らかの形で助け合いも生まれるかもわかり

ません。常に相手の立場に立って考え、ひとり一人が「助け合いをモットー」に住み

よい町づくりを目指して行きたいものです。

総務委員長　金子　敏

　本年は天皇の皇位継承諸行事、想定外の自然災害、ラグビーワールド

カップの日本開催などいろいろありましたが、流行語大賞になったラグ

ビー日本代表が、一つのチームとして結束するために掲げた、チームの

合言葉「ONE TEAM」が印象に残っております。

　我われの活動は、社会福祉協議会が地域と密着した活動を推進して、

地域の方々と一体になって支え合う福祉社会となるための一助になれた

ように思います。

　最後に、本年度計画しました事業は、多くの皆様にご協力いただき無

事終えることができることをご報告するとともに感謝申し上げます。
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令和元年度　事業報告

　友愛委員会の事業は（法）各務原市社会福祉協議会事業の一環として助政

を受けて行っている事業であり、主として年 8 回の配食サービスを行い、高

齢者の方々には約 500食を宅配する事に致しました。

　この事業は御婦人のボランティア活動に寄り、仕込みから弁当作り迄行っ

ているグループは、新鵜沼台の「あゆみの会」、鵜沼台の「かすみの会」、山

崎町の「沙羅の会」、東町の「あやめの会」、4 つのみなさんで、宅配は民生委

員の方々にお願いをして行っています。

　他にも「暑中お見舞い訪問活動」、ふれあい運動会に出展等を行い、社協の

一員として皆様と一緒に参りたいと思います。

　最後に、社協の会長さんを始め、ボランティアの皆様等多くの方々にご支援・

ご協力を賜りました事を深く感謝申し上げます。有りがとうございました。

友愛委員長　小西義弘
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⑴友愛訪問配食サービス
　令和元年 5月、6月、9月、10月、

　11月、12月、令和 2年 1月、2月

　ひとり暮らしの方、要介護支援の方、

　約 110世帯延べ 472食を配食予定。

⑵料理研修会
　令和元年 4月 24・25日の 2日間

　配食サービスの調理担当の方を対象

　とし、高齢者に優しいお弁当づくり

　の講習。

⑶暑中お見舞い訪問活動
　令和元年 7月

　要介護支援の方を対象とし、

　クッキーやゴミ袋を訪問配布。

⑷高齢者ふれあい交流会
　令和元年 11月

　ひとり暮らしの高齢者を対象とし、

　演奏会、合唱。

友愛委員会


